








ハ ガ ベ オ ン
トバ・バタックの慣習における生の価値と死者
木 村 敏 明
は じ め に
トバ ・ バタック族はスマトラ島の北スマトラ州北タパヌリ県をその故郷とす




いる(B iroPusat Statistik, 1996, p. 177)。
そのようにインドネシア各地に移民として生活しているバタック人たちをつ
なぐ目的で出されている雑誌に， Bona ni Pinasaがある。その中には毎号， 若
者たちのための文通相手募集のコ ー ナ ーがあり，そこには写真の他に，名前，出
身地， 誕生日， 学校名， 趣味， 将来の夢， 住所といった個人データが載せられ
ている。その中で特に目を引くのが， 将来の夢に関する項目である。「看護婦に
なりたい」とか，「医者になりたい」といった， 日本でも見かけるような解答の
他に「成功した人or ang suksesになりたい」という答えが目をひく。 サンプル




この雑誌を持ち出すまでもなく， トバ ・バタックに関しては， 自分自身を侍
むところ多く， 立身出世に執念を燃やすリアリストといったステロタイプ的理




























なされる (Harahap& Siahaan, 1989, p. 10, 79/Manik, 1996, p. 36)。すなわ


















































































































































ス・シ・ピル・ニ・トンディ borassi pir ni tondiと呼ばれる米を用いた所作
が伴うこともよくある。トンディとは，生命の力あるいは源のことを言い，人
間やその他の動植物に宿ることによってそれらを生かす。人間の運命を決する
のはこのトンディである (Warneck,1909, p. 8)。幸運を手に入れるためにはこ
のトンディをピル，すなわち「固い」あるいは「強い」状態にしておかなけれ





































スの祝福の言葉の最後の部分だけを抜き出したものである<1>(Gultom, 1992, p. 
314)。
Ranting ni hariara mai tanggo pinaittaithon 
Anak namarsangap mai dohot boru namartua jala sitongka 
panahitahiton. 
Sahat-sahat ni solu, nunga sahat tu bontean, 


























カSahalani om pun ta ni palj oloのおかげにより，平穏で parhorasan豊かで
pansamotan子孫に恵まれpangabeanますよう」（山本， 1991,p. 200)。タンブ
ナンが「（アダットの儀礼において）経済的成功や家族の拡大は，常に祖先から




































































【キー ワ ー ド】 トバ・バタック， ハ ガベオン， パスパス， 親族関係， 祖先
観
参 考 文 献
Biro Kantor Statistik 
1996 Penduduk Indonesia. Hasil Survei Penduduk Antar Sensus 1995, J akar­
ta : CV Antar J asa. 
Bruner, E.M. 
1976 Indonesian Homecoming - A Case Study in the Analysis of Ritual ―’ 
University of Illinois. 
Gultom, DJ. 
1992 Dalihan Na Tolu, Nilai Budaya Batak Toba, Medan: CV. Armanda. 
Harahap, B.H. & Siahaan, H.M. 
1987 Orientasi Nilai Budaya Batak, Jakarta: Sanggar Willem lskandar. 
Manik, B. 
1996 Masalah Suku Batak Toba & Linkungannya, in Bona ni Pinasa No. 79, 
pp. 36-38, Jakarta. 
(65)
69 
Marbun, M.A. & Hutapea, T.M.T. 
1987 Kamus Budaya Batak Toba, Jakarta: Balai Pustaka 
N adapdap, A.S. 
1991 Kepribadian Suku Bangsa Batak Toba dan Mandailing di Kota Medan, 
Research Report of North Sumatra University. 
Sarumpaet, J.P. 
1995 Kamus Batak-Indonesia, Jakarta: Penerbit Erlangga. 
Siahaan, N. 
1982 Adat Dalihan Na Tolu, Jakarta: Grafina. 
Tambunan, R. 
1993 Makna Simbolis "Upacara Mangongkal Holi" pada Masyarakat Batak 
Toba, Research Report of North Sumatra University. 
Vergouwen, J.C. 
1964 The Social Organisation and Customary Law of the Toba-Batak of 
Northern Sumatra, The Hague : Martinus Nijhoff. 
Warneck, J. 
1907 Die Religion der Batak, Gotingen : Van den Hoek & Ruprecht. 
山本春樹
1991 「バタックの祖霊碑 ートゥグ ー 」，『南方文化』18輯， pp. 192-206, 天理南方
文化研究会
Buku Tahunan 1984 Propinsi Sumatra Utara, Medan. 
Bona Ni Pinasa No. 85 (Agustus 1997) / No. 88 (Mei 1997), Jakarta 
註
(1) バタック族にはその言語に応じて下位区分がある。 本稿で取り上げるトバ・バタッ
クはその 一つである。 トバ以外に， カロ， マンダイリン， アンコラ， シマルグン， パ
クパクの5つの区分をたてるのが普通である。 しかし， 最近では， 人数において他に
まさるトバ・バタックのことだけを指してバタックという例も目立ち始め，それを嫌っ
て， 特にカロ ・ バタックの中には「私はバタック人ではなくカロ人だ」 という人も多
い。




















と呼ばれる」 (Warneck,1907 p. 67)。ただし，今日ではキリスト教の影響もあり，両
者の関係はより不分明になっている。
(S) 1862年にライン宣教団のノメンセン (LudwigIngwer N ommensen) によって始
められた宣教活動の結果，現在トバ・バタック人の多くがキリスト教プロテスタント
の信者となっている。 HKBP(Huria Kristen Batak Protestan) というエスニック・















<9> V ergouwenは， 1930年前後の調査をもとに，ピソとして実際に贈られるのは小刀








の成句はトバ ・ バタックの親族組織における母方のおじ (tulang) とおい (ibebere) の
結びつきの強さを父と息子の関係に擬して述べたものであるが (Ver�ouwen, 1964, p. 
63)前半の一文は意味をなしていない。
dangka do dumpang, amak rere 
ama do tulang, anak ibebere 
（木村訳） 木の枝はフォ ーク， ござはござ。
トウランは父， イベベレは息子。
(12) 筆者の聞き取りによれば， サウルマトゥアの上にさらにもう一つカテゴリーがある
とする意見もあった。 1997 年 7 月に， メダン・ バル地区で執り行われた， 95 オで亡く






In this paper I examine the concept of "Hagabeon" of Toba Batak in the 
context of their coustoms (Adat). "Hagabeon" means "richness in offspring" 
in its narrow sense. But often it is used roughly for referring "success" in 
general. And in the context of customs of Toba Batak, Hagabeon expresses 
not only economic pragmatic value, but it must be understood as the power 
given by his relatives and derived from his ancestors. 
In this paper I demonstrate the maintenance of such a view among Bataks 
by reference to the practice of Pasupasu done by one's "wife-giver" relatives at 
the opportunity of almost every adat ceremony since now. 
